
登録有形文化財  

「中沢川砂防堰堤」の 

草刈りのボランティアを 

募集します! 

・日　　　時　７月 13 日（月） 

午前５：３０～６：３０ 

・集　　　合　中沢川砂防堰提周辺  

（翁山登山道入り口） 

・持 ち物　草刈り機等  

　　※作業用手袋等を配付します。 

・申込方法 ７月６日（月）宮沢地区公民館まで 

　　　　　　　　　　　電話･FAX　22-0433

 

 
  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 8 年 7 月 1 日  
発 行：宮沢 地区 公民 館  
電 話・FAX22-0433 
 

交通安全母の会総会

明るいやまがた 

   の安全県民運動 ７/21(火)～8/20（木）

＜運動の重点＞

◦青少年の健全育成といじめ・非行及び犯罪被害防止  
◦こどもと高齢者の交通事故防止・飲酒運転の撲滅  
◦海・山・川での事故防止  
◦特殊詐欺や盗難等の身近な犯罪等の防止  

夏休み子ども体験教室 　 

５月２６日（火）子供育成連絡協議会役員会が開催され、夏休み子ども体験教室と 

花笠パレードの練習日程等について下記のように決定しました。 

日 時：８月１７日（月）・２４日（月） 

18：30～20：00 

場 所：宮沢小学校体育館

日　時：　８月７日（金）9：30～14：45 

内　容：　プラネタリウム（北村山視聴覚センター） 

　　　　　　防犯標語看板作成  

昼　食：　カレーライス 

会　費：　５００円  

花笠踊り練習会　

皆さんの参加をお待ちしています! 

黒山　輝雄さん（押切） 

片倉　政宣さん（中島）

尾花沢地区交通安全協会会長  

警察署長連名表彰　

ございます！

５月 ２８日 （木 ）の総 会 では「宮 沢 地 区 から
交通事故・違反による被害者、加害者をださ
ない」のスローガンを決定し、①家庭や地域で
交 通 安 全 意 識 の高 揚 を図 る、②飲 酒 運 転 の
撲滅等の重点目標と季節ごとの交通安全運
動での立哨やのぼり旗の掲揚による事故防止
を呼びかけることを確認しました。

＜実施期間＞



定植作業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮沢小学校 定植作業花壇作り作業

芭蕉の道フラワーロ－ド咲花草会

翁山安全祈願祭＆登山

早 朝 か ら約 ３ ０ 名 の地 区
民が集まりフラワーロードの
マルチ掛けを行 いました。当
日は気温が１０度を下まわり
山背（ヤマセ）が強く吹く中で
の作業となりました。 

参 加 者 はみんなでマルチ
を引っ張り、荒縄と杭で周り
を抑え、苦労しながらも苗床
となるマルチを張り終えるこ
とができました。

5 月２３日（土） 5 月３０日（土） 6 月 9 日（火）

初 夏 らしい天 候 のもと地
区 民 の方 々による植 栽 作 業
が行われました。 

近 年 、気 候 変 動 の影 響 で
降 水 量 が少 なく異 常 に暑 い
夏 が続 いています。こうした
過 酷 な環 境 でも花 を咲 かせ
て く れ る よ う 今 年 は 『 日 日
草』を選定しました。 

参加者はポットから苗を取
り出し丁寧に植え付け土をか
ぶせていきました。まだ苗 は
小さいものの、成長した時に
はいっぱいの花が咲くことを
願いたいと思います。

６月７日（日）天候はくもり。８時２０分から翁山山開き安全祈願祭が公民館前で行われま
した。振興連絡協議会会長はじめ、区長会会長や登山者代表の方などが玉串を捧げ翁山で
の安全を祈願しました。 

一行は登山口となるハリマ小屋までマイクロバス移動し記念撮影をしてから山頂を目指し

ました。参加者とボランティアスタッフを含めた３０人は９時４０分にハリマ小屋を出発。標高
が高くなるたびに靄が濃くなっていきましたが、登山するには丁度いい気候でした。残念なが
ら靄は頂上でも晴れなかったため絶景は見られませんでしたが、濃いピンク色のドウタンツツ
ジや紅葉の花など様々な花が登山者の目を楽しませてくれました。

雨 上 がりの中 、宮 沢 小 児 童
によるフラワーロードの植栽が
行 われました。児 童 たちは１年
生から６年生までの縦割り班ご
とに分 かれて、ポットから花 苗
を抜き、一つひとつ丁寧に植え
ていき、その周りを培養土で覆
い、最後 にじょうろで水 をかけ
完了させました。子どもたちが
毎日通う道です。きれいな花が
出迎えてくれるといいですね。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 学校名
尋常  

小学校
高等  

小学校
 

農学校
高等  

女学校
師範  
学校

専門  
学校

大学校

 男子 (人） 402 436 73 8 9 0 3 2 3

 女子（人） 338 165 28 0 0 5 3 0 0

 新聞名 山形新聞 日刊山形 東京日日 東京朝日 報知新聞 国民新聞 中外商業

 部　数 35 2 25 36 3 1 1

 雑誌
名

教育  
雑誌

科学  
雑誌

絵画  
雑誌

農業  
雑誌

中学  
講義録

婦人  
雑誌

幼年  
雑誌

娯楽  
キング

 部数 5 3 3 2 4 19 22 35

昭和の宮沢　(その 3) 

村民の教育と教養

昭和百年に当たる今年、「温故知新」の視点から今月は当時の宮沢村民の教育と教養を見

てみたい。明治政府は明治５年に『学制』を発布。同９年(１８７６)関谷学校(高橋小の前身)、

それ以前より丹生学校、正厳学校もあって宮沢の公教育が始まった。 

昭和７年(1932)４月現在、村民の各学校在籍者数　郷土調査より　　

(注釈)　・尋常小学校=現在の小学校　・高等小学校(尋常小学校高等科)=現在の中学校だが２
学年までで明徳小に併設、昭和１６年以降は高橋小にも併設　・宮沢補習学校=本校を明徳小に分
校を高橋小に置き、高等科卒を対象に男子は主に学科と農業、女子は裁縫である。男子は夏季は
月１日、冬季は月１２日で、昭和１０年青年学校に統合される。　・農学校=高等科卒業後に入学、村
山農学校(現村山産業高)が多い　・中学校=現在の中学と高校を併せた 4 ヶ年校、尋常小学校卒
業後に山形市や新庄市に下宿して通学　・高等女学校=現在の中学と高校を併せた校(男女共学
でなかった)　・師範学校=尋常小学校.高等科の教員を養成、当時の中学校や高等女学校卒業後
に進学。 
・高等小学校は現在の中学校に当たるが女子が極端に少ない。上級学校も同様「女に学問は必要
ない」の思想が当時あったのかも？ 
 

満州事変を報じた東京日日新聞

当時の宮沢の家庭の新聞購読率は僅か１４％である。 

左は昭和６年９月１９日の東京日日新聞(現毎日新聞)。 

満州と呼ばれた中国東北部の広大な地域(日本の約 3 倍の

面積)を日本 の軍隊 が武力で制圧した事件で満州事変と呼

ばれた。ラジオやテレビも無い時代、唯一のマスコミである新

聞も宮沢は購読家庭が少くなく、後々太平洋戦争にもつなが

るこの事変を村民はどう知り、どうとらえたのだろうか。 

我が家で購読していた 
「キング」

昭和７年　村民の新聞・雑誌の購読状況　　     

・「中学講 義録」とは現 在の高 校通信 教育のテキスト

で、中学入学が家庭の事情で叶わなかった向学心盛

んな青年が独学で勉学した。 

・「キング」は娯 楽 雑 誌 の一 位 で講 談 社 発 行 。写 真 は

昭和５年６月号で、他紙に無いグラビアページがあ

って世界のニュースが写真で見られた。我が家でも

新聞とキングを購読していたので子供ながら私もこ

の古本を夢中で読んだ。

文責　三浦幹雄

宮沢補習  
学校

中学校



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

7 月　６日（月）大崎市みやざわ地区と交流打合せ 

7 月　８日（水）ヨガ教室  

7 月１３日（月）「中沢川砂防堰堤」草刈り 

7 月１４日（火）地区代表区長会  

7 月１５日（水）おきな茶屋（夏祭り） 

7 月２２日（水）ヨガ教室  

7 月２６日(日)尾花沢市長選挙  

7 月２８日(火)地区区長会  

 事業問合せ・申込先：宮沢地区公民館電話・FAX　0237-22-0433

公民館だより 
カラー版  

も見てください。

 

R８.6．1 現在　　　　（前月比） 

男 　 性  

女 　 性  

合 　 計  

世帯数  

 

７06 人  

６９2 人  

１，398 人  

５５2 戸

（－3） 

（－1） 

（－4） 

(－1）   

「さわのはな」田植え

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

 
一緒に歌って交流しながら  

楽しみましょう。  
日　時：７月１０日(金）  

［開場］13 時 30 分～　　　
［開演］14 時  

場　所：尾花沢市共同福祉施設  
入場券：３００円(茶菓代) 

　主　催：童謡唱歌をうたう  
「つつじの会」  

　     問い合わせ･チケット取扱い先 
星川 090-6785-8464 

　　　     福原地区公民館 25-2798 

お知らせ

第 19 回

え体験を行いました。学校の「さわのはな
広 め隊 」の活 動 の一 環 で、尾 花 沢 生 まれ
の「さわのはな」をおいしいお米 になれと
心をこめて手植えしました。児童達は裸足
で 田 ん ぼ に 入 る と 、 泥 の 感 触 に 一 喜 一
憂 。田 んぼにはにぎやかな笑 い声 が響 き
ました。苗も子ども達も大きく育ってほし
いですね。

６月２日（火） 
宮沢小学校の

５.６年生の１０
名が農業組合
法人「魁」の指
導のもと田植

【開催情報】 

l 日時：　7 月 17 日（金）　９：30～１2:00 

l 会場：　宮沢地区公民館　１階  

l 参加費無料、申し込み不要

あなたの一言が地域をもっと住みやすくするヒントになります！ 

 参加者募集‼

【お問合せ】尾花沢市社会福祉協議会　矢口 

　　　　　　　（TEL）２２-１０９２　（FAX）２３-２４１９

『つなごう！おばね支え合い隊 in 宮沢』 

『つなごう！おばね支え合い隊』とは地区民が集まり、身
近な暮らしの困りごとや互いに助け合う関係をどう構築し
ていくのかなどを話し合い、住み続けられる地域を作って
いくためのものです。 

５月２２日（金）地区公民館で開催され、集落の良いとこ

ろや困っている課題等が出され、そこから宮沢の未来に向
けての解決策など前向きな意見が出されました。参加は自
由です。お茶でも飲みながら、地域のことを皆さんも一緒
に考えてみませんか？

主催：市社会福祉協議会


